
取組と目標に対する自己評価シート

年度 令和６年度

前期（中間見直し）

実施内容

自己評価結果

課題と対応策

後期（実績評価）

実施内容

・高齢者の生きがい事業の実施（5教室、パークゴルフ大会）延べ参加者数 1,078 人

・エリアポーター養成講座の実施 令和 6年 9月 6日（月）～10 月 25 日（月）6回 6講座

受講者数（エリアサポーターに登録された方） 16 人

自己評価結果【△】

・エリアサポーター養成講座を開催。16 名がエリアサポーターへ登録、そのうち、市内企業から５

名のサポーターが新たに誕生した。

・生きがい事業とエリアサポーター養成講座の実施はできたが、目標人数に達成していないので△

とする。

課題と対応策

【評価時点での課題】

・平成 28 年度よりエリアサポーター養成講座を継続開催し、令和 6年度現在 209 名が登録している

が、高齢化に加え、転出や病気等で登録解除されるサポーターもいるので数字としては減少傾向

ではあるが、精力的に活動されているエリアサポーターの存在があり、今後も期待される。

【課題に対する改善策】

・エリアサポーター養成講座の再考。（新規受講者の参集に苦慮）

・活動を継続するためにも、市民等へエリアサポーターの活動の周知と、エリアサポーター自身の

モチベーションを高めること。さらに、企業サポーターとの連携を継続できる具体的な方法につ

いて検討が必要と考える。


